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められたが、なかでも基軸 4 に位置づけられている“LEADER”は､ 他の基軸を横断
的に包括する総合的な戦略として制度設計された。そして各地域農村で戦略事業の中
核を担うのが「地域活動グループ（LAG）」。資料によれば、1991 年の実験的導入段階
から今日まで、EU 全体の累計で約 7,000 体の LAG が設立されている。































　オーストリアは 1995 年に EU に加盟し、それにより国内農業政策は自動的に CAP の枠組み
のなかに繰り込まれることになった。むろん加盟に伴って、国内農村に劇的な変化がもたらさ
れたわけではなく、70 年代以降、旧 EC との自由貿易協定のもとで、国内農業政策も事実上 
旧 EC の CAP とリンクさせて実施されてきたし、92 年 2 月の連合条約によるオーストリアの
加盟交渉の開始によって、基本的な農政上の諸制度の改正も進められていた。




















展のための政策方位たるべきである。」（G.Steger, Agrarausgaben des Bundes 1986-1992 ; Wirtschaft und 
Gesellschaft, 1992. Heft 1,）
　ここでシュテーガー氏が「弁済措置としての直接所得補償（直接支払）」について言及する背

























個別の地域政策である「条件不利地域」（Less Favoured Areas 以下、LFAs）対策や「環境保全地
域」（Environmentally Sensitive Areas  以下、ESAs）への対策が改革により統合され、共通の「新




























（基軸 1= 農林業の競争力向上、基軸 2= 環境 ･ 景観保護､ 基軸 3= 生活の質 ･ 経済の多角化、














































　このような CAP の「第 2 の柱」である農村振興政策における新たな諸規程によって、オー
ストリアの「ベルクバウェルン対策」は、加盟後には「ベルクバウェルン直接補助」という独






る。そうしたなかで、現在の CAP の新しい農村振興政策の柱である LEADER は、むしろ以
前の「ベルクバウェルン対策」とも多くの面で親和性のある事業ではないかと思われるし、実
際においても積極的に活かされていると見るべきであろう。
　なお以下で、EU 加盟後における「ベルクバウェルン対策」から EU 域内共通の「条件不利
地域対策」への包摂の過程を概略的に整理してみたい。
1）CAP 改革に伴うオーストリア「ベルクバウェルン対策」の変容











図－1　「アジェンダ 2000」改革以降の EU･CAP における 2 つの柱
資料） 山内「近年の EU における農村振興政策と財政支援制度」（『経済論集』第 24 巻 1- 4 号「経済学部
開設 50 周年記念号」、2018 年 3 月）より。
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に「共通規定規則」や ｢農村振興規則」等）、それまで個別・独自の対策であった LFAs 対策や
ESAs 政策、農地植林対策（例えば、生物多様性条約などに基づいたビオトープの形成）などが統合




















農家を対象とした経営困難度区分方式（Bewirtschaftung Erschwerniskriterien = B.E.K 方式、Zone 
1 ～ 4）により指定基準をもうけてきた。その具体的な内容は別稿で詳述したが、ベルクバウェ
ルンのような山岳地域に存立する農家を、経営評価基準表の「経営困難度 1 ～ 4 × 4」にした













なく、「経営困難度 1 ～ 4」の基準を満たす経営が 1 戸でも存在すれば、ベルクバウェルン地域
として指定し、基準を満たす個別農家に対してのみ「直接補助金（Bergbauernzuschuß）」が支
給されてきた。










　* 対象地域 :  CAP ガイドラインにそった①山岳・丘陵地帯、②過疎地域あるいは条件不良農
業地域、③特別小地域の 3 区分。これに加えて、従来のベルクバウェルン地域。
1996 年度の指定面積は約 242 万 ha（総農用地面積の約 69%）。
　* 対象農家 :  CAP ガイドラインでは 3ha 以上の経営農地を保有し、5 年以上の営農を継続し
ている農家である。一方、オーストリア国内法では受給資格の最低限度規模は
2ha であるため（とくに兼業農家や零細規模農家が該当）、CAP の規則によりこれま
で受給してきた 2～3ha 間の農家は資格を失うことになる。この点が、CAP ガ
イドラインでは主要な大経営に有利なように整備されているとの批判もあった。
そこで加盟後においても、国内の 2 ～ 3ha の農家にたいしても従来どおりの補
償金が受給できるようにした。
　* 補 償 額 :  新制度のもとでの直接支払には①基礎額（連邦政府から直接補償）、②傾斜配分補
償（移行措置として連邦政府負担）および③面積に応じた補償（州政府から付加金）
の 3 種類がある。
　　　　　    　 「基礎額」は、経営者夫婦の年間収入状況（兼業収入も含む）などを考慮した認定




対して、移行措置として 1993 年時点からの差額を 10 年間（95 年～ 2004 年）の
期限で支給される。傾斜配分額については連邦政府が全額補填し、面積に応じ
た額は各州政府の特別付加金制度として補償することになっている。













　　 （②､ ③については、EU 規則に基づいて 1995 年 6 月に成立した「環境適合的かつ粗放的で、自然的



















































































資料） J.Riegler u.a., Die Bauern nicht dem Weltmarkt Opfern－Lebensqualität durch ein 
europäisches Agrarmodell,（1999）の 84 頁の図を参考に筆者作成




















　CAP における LEADER の制度的枠組みについては、すでに別稿において詳述しているの
で、ここではその概略を改めて整理しておきたい。
　LEADER（リーダー事業）とは､ 指導者という意味のリーダーではなく、仏語の“Liaison 



















































資料） “THE LEADER APPROACH － basic guide”（European Communities, 2006）
　⑦ ネットワーク推進








動グループ（LAG: Local Action Group、会社形態や協同組合などがある）を設立し、LAG が実
施する活性化事業に対して、EU 及び各加盟国政府が､ 事業費の一部を補助する。補助率
は通常 45% ～ 50% であるが、対象地域によっては 75% までとなっている。













　　・アクションⅡ = 農村地域間の協力への支援（グループ連携､ 国外との連携も可能）
　　　　　　　　　 　 アクションⅠで認定された地域活動グループ（LAG）が、同じ国内の他
の LAG と協力して活動を行う場合（地域間協力）や､ 複数国間（他の加
盟国や非加盟国）で協力活動を行う場合に､ その LAG に対して助成する
ものである。具体的には､ 協力のための技術支援にかかる費用に対して
助成される。予算額は､ LEADER + 事業全体の約 10% を占める。
　　・アクションⅢ = ネットワーク化（成功例情報の共有等のネットワーク支援）
　　　　　　　　　 　 これは、成功例・失敗例などの情報を交換して、ノウハウや技術・経験等 








　　・LEADER Ⅰ（事業の第 1 期 : 1992 年～ 1994 年）
　　・LEADER Ⅱ（事業の第 2 期 : 1995 年～ 1999 年）
　   ・LEADER +（リーダープラス）（ 事業の第 3 期 : 2000 年～､ この時期に助成対象地域は EU 全体に
拡大された）
　ここで、T.O. ヴィーザー & T. ダックスによれば、これらの各事業時期におけるプログラム
の特徴を次のように整理している。（T. Oedl-Wieser & T.Dax “The Impact of LEADER Initiatives to 
Rural Revitalization in Austria”, 2018）
　・LEADER Ⅰ =［予備的実施］











　・LEADER +（リーダープラス）=［2000 ～ 2006 年 : 戦略的コミットメント］





新しいアプローチに関する OECD の概念にも採用された（OECD 2006 年報告）。
　・LEADER +（リーダープラス）=［2007 ～ 2013 年 : 主流化への取り組み］
　　　 リーダー事業のもつ政策理念は、CAP の「域内優先」という原則とともに明確に評価








る。LEADER +（リーダープラス）の時期における予算実績としては、2000 年～ 2006 年の 7 年間
に約20億ユーロが､ 加盟15カ国（当時）に配分されている。スペインが最も多く､ 次いでイタ
リア､ フランス､ ドイツ､ ギリシャ､ ポルトガル､ 英国の順になっている｡ ここで注意が必要

































金交付の前提となっている。こうした仕組みであるため､ 実際に地元で LEADER +（リーダープ
ラス）を実施するにあたっては､ 特に私的部門からの出資を確保することが重要となっている｡ 
（2）LAG（Local Action Group）の役割




　　 LAG は､ 住民､ NPO 等の団体､ 民間企業のほか､ 行政や専門家など幅広いメンバーから
成るパートナーシップ組織であり（官民パートナーシップ ; Public-Private partnerships）、多様
な主体が地域づくりへ積極的に参加し（意思決定への参加 ; Participation in decision-making）、
コミュニティの結び付きを強化するという目的を持っている。
　　 地域活動グループ（LAG）は､ 行政から独立した会社又は協同組合であり､ LEADER の 
ガイドラインに基づき､ 公開手続きにより選ばれる。また、地域住民が活動の主体となる


















































も目標とされる（統合的な多層段階の活動 ; Integrated multi-sectoral actions）。国内や EU 域内、














50% ないし 25% が支給されるのであるが、費用の 50% ないし 75% は自己負担（地元の負担）
ということになる。
　なお、LEADER 事業が開始されてから現在まで（1991 ～ 2020 年）の EU 全域及びオーストリ
ア国内での実施状況（LAG の数、EU 基金からの助成額）は表－1 で示される。オーストリアでは、































表－1　EU 及びオーストリアにおける LEADER 事業の状況（1991 年～ 2020 年）
資料） T. OEDL-WIESER&T. DAX  “The Impact of LEADER Initiatives to Rural Revitalization in 
Austria”（Table 1）
注 1）LAG = Local Action Group（地域活動グループ）
    2）これに加えて、6 つの新加盟国での LEADER 事業タイプの 250 団体がある。
    3）これに加えて、312 団体の漁村 LAG（Fisheries Local Action Groups : FLAGs）がある。
    4）300 を超える FLAGs が、これからも同様に追加されていく。
    5） ERDF の 12 億ユーロ、ESF の 7 億ユーロ、EMFF（欧州海事漁業基金）の 5 億ユーロを含めた 4 つ
全ての基金による公的助成を総計すれば、少なくとも99.1億ユーロ（現在レートで約1兆1,800億円）





















　　 多様な土地利用形態がみられ、耕種・草地のほかに、この国で第 1 の果樹・野菜作地帯が
広がり､ 集約的な家族経営が多い｡
　③ アルプス前山麓地域（Alpenvorland）




　　 標高は 400 ～ 500m で、周囲を標高 1,000 ～ 1,500m 位の山地に囲まれて耕種・草地型が主
である。地域内農家の 50 ～ 75% が森林を所有している｡
　⑤ ワルト・ミュールフィアテル地域（Wald-u.Mühlviertel）
　　 標高 400 ～ 800m の大きな波状をもつ丘陵地帯で､ 寒気がきびしい｡ 土壌は保水力や有機







　　 森林が多く､ 農地の 3 分の 1 には牧草との輪作で飼料作物が栽培され､ 残りの 3 分の 2 は
永年牧草地で､ さらにその半分は粗放な牧野となっている｡
　⑦ 準アルプス山地地域（Voralpengebiet）
　　 アルプス北部の林業地帯｡ 地域全体の 6 割は森林で､ 農地の 4 分の 3 は草地として利用さ
れ、その約 3 分の 1 は粗放な放牧地やアルム（Alm、高地牧野）である｡ しかも地域内森林
の 6 割が少数の大規模林業経営主によって所有されている｡
　⑧ アルプス高地地域（Hochalpengebiet）
　　 この地域は､ 国土の 3 分の 1 以上の中央アルプスを中心としたアルプス山脈系で占められ
ている。地域は東西に長く､ 標高差も大きく、地形も谷と山が入り組んでいて複雑である
から一概にはいえないが､ ほぼ標高 800 ～ 1,200m の山腹の傾斜地に生産地域と集落が点






































































































［事例. 1］ 「アルモ料理」の提供地域（The Almo culinary region）－アルプスの牧草地帯の潜在
資源を取り込み、協働フレームワークのもとでの地域パートナーによる連携－


















に応じて、個別農家へ所得補償する制度で、その後の CAP の LFAs 対策や日本の中山間地域直接支払制







































効果）と改善をもたらしていると言える。 （原資料 : http://www.almenland.at/leader.html）
（写真 3）　シュタイアーマルク州のアルモ牛
（写真 1）　「アルモ料理」の広報写真 （写真 2）　アルモ料理
資料） 写真 1、2、3とも、シュタイアーマルク州「アルメンラント自然公園観光連盟」（Tourismusverband 
Naturpark Almenland Steiermark）の HP より。
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EU・CAP における“LEADER”（リーダー事業）の実装（1） －オーストリア山地農村に見る－
［事例. 2］ ブレゲンツの「チーズの道」（Cheese Route Bregenzerwald）－多様な地元関係者の連
携による山地農業での高品質の製品－
　 　オーストリアの最西端に位置するフォアラールベルク州（Vorarlberg）はスイスと国境を接





































［事例. 5］ レヒタール地域の「自然の道」（Der Lechweg）－山岳ウォーキングトレイルに沿っ
て一連のアトラクションを組み立て、アルプスの自然を尊重する－
　 　チロル州のレヒタール地区での LEADER は、オーストリア・アルプスでの長距離の山岳
観光ルートを確立して、またユニークな自然河川の景観維持を特徴としている。この地域で
も山地農民経営（ベルクバウェルン）が定住し、これらのプロジェクトを担っている。
　 　このプログラムは、2002 年（“LEADER +”の期間）にレヒタール地方の観光ビジョンとし
てすでに始まっていた。目標は設置されたばかりの目新しい「チロリアン・レヒ自然公園」

























　2007 年から 2013 年の期間では、LEADER プログラムによる支援のもと、オーストリアの
農村地域では 11 億ユーロ（注､ 約 1,350 億円）以上の資金が支出され、これらの活動により農村
地域で約 10,100 人の雇用の確保と約 1,700 人の新規雇用が創出された。
　ただ、農村地域での LEADER 事業の効果を包括的に評価するには、まだ長期的な分析が必
要であるし、それによって新たな学習プロセスが開始されることも重要である。
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The Implementation and Impact of 
“LEADER”Project　（1）
― Good Practice Examples in  
Mountainous Areas in Austria ―
Ryoichi　Yamauchi
　Under the reform of“Agenda 2000”in the EU, CAP（common 
agricultural policy）has two policy axes. One of them is the reform 
of“Market / Price Policy”, and the second is the“New Rural 
Policy”. And the measures for LFAs（less favored areas）and ESAs
（environmentally sensitive areas）as conventional regional policies 
were included in this new rural policy, and“4 Basic Goals for 
Project”are set in this rural policy, and above all, comprehensive 
project is“LEADER-Program”.
　Since the early 1970s, Austria has implemented its unique 
protection policies such as the direct compensatory aid（Zuschuß）
for“Bergbauern”who are responsible for farm management in 
rural areas of the Alpine（so-called LFAs）. And then Austria has 
joined with the EU since 1995.
　In this paper, taking about some of“good practice examples”
in mountainous areas in Austria, I would like to consider how the 
policy for“Bergbauern”have changed, and how this policy is 
utilized as EU-LEADER Project.
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